
検知開始時を基準とした画像比較により異常を検知1

機械学習により自動的にパラメータが決定されるため、難しい設定が不要2

検知エリアの指定や検知パラメータの調整が可能で、
揺れや人の動きによる誤検知を低減。

4

船舶特有の振動や蛍光灯の揺らめきに対しても安定した性能を発揮5

警報時の映像を検知の10秒前から自動録画し事故状況の解析が可能3

船内の異常を瞬時に
発見し警報と自動録画
によってトラブルを防
ぎます。
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Webカメラで機関室を
リアルタイム監視
安全運航を支援

機関室ITVシステム



注意点

一般仕様 ※仕様は改良のために変更する場合があります。

機関室

HUB
（PoE対応）

LANケーブル

操舵室/居室等

機関監視室/ブリッジ等

カメラ

カメラ
LANケーブル

延長監視PC

本体PC

●カメラはIP44に対応可能 （オプション対応）
●延長監視PC接続可能 （推奨OS Windows 10以降）
●警報器1台接続可能 （オプション対応）
●ロガー等への警報信号出力可能 （オプション対応）

●電源 AC100～220V
●カメラ最大接続台数 6台
●船内LANとの接続は別途ご相談ください。

●ハロゲン灯の直射光、または反射光の強い箇所には装備しないで下さい。
●動作検知を行う場合、撮影対象とカメラの距離を15m以内とすることを推奨いたします。
●LANケーブルが85m以上となる場合、別途HUB（PoE対応）が必要です。

システム構成

・リアルタイム監視
・警報
・検知開始/終了
・検知パラメータの設定
・録画

※延長監視PCは、複数台設置が可能です。
※延長監視PCについては、ソフトウェアインストール用
メディアの提供のみを行います。

・リアルタイム監視
・警報

火災
油漏れ




